
 
2024年6月25日 

穴吹エンタープライズ株式会社 
 

高松国際ホテル開業６０周年記念 
７月より１年をかけて多彩な企画を実施します 

 

期間：2024 年７月～2025 年６月 
 

穴吹エンタープライズ株式会社（本社：香川県高松市、代表取締役社長：三村和馬）が運営する高松国際ホ
テルは、2024年10月3日（木）に開業60周年を迎えます。 

1964年、東京オリンピックを 1週間後に控えた 10月 3日（土）に四国初の本格的なシティホテルとして開
業し、半世紀以上に渡り多くのお客様からご愛顧いただき60周年を迎えることとなりました。これまでの感謝
を込めて、2024年7月から2025年６月までの1年間、60周年を記念した多彩な企画を実施してまいります。 
 

 
 
７月２日（火）より開催するハワイアンビアガーデンを皮切りに、夏休み親子体験イベントや、開業当時の

メニューを復刻販売、年末には新春福袋企画として宿泊やレストランの特別プランの販売など、皆様の心に残
るひと時を提供する様々な企画を予定しております。（概要は次頁） 
当ホテルは、地域の皆様に支えられ、60周年を迎える今もなお、県内外より多くのお客様が集う場所として

在り続けることができております。心からの感謝を込めて、1年をかけて地域の皆様に還元できるイベントを行
ってまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【本件に関するお問い合わせ】 
穴吹エンタープライズ株式会社 ホテル事業部業務推進室 担当：山本 千尋（やまもと ちひろ） 

携帯.070-3350-6708 TEL.087-831-1511 FAX. 087-861-0293 E-mail:c-yamamoto@anabuki-enter.co.jp 

News Release 

※開業当時(左)と現在(右)の高松国際ホテル 

開業60周年ロゴマーク 
樹齢の長さから歴史を象徴させる県木「オリーブ」の葉と、地域との調和と共生を表す県鳥
「ホトトギス」の羽をアクセントモチーフにし、60 年と組み合わせてデザインしました。
これまでの歴史と未来へ受け継がれていく想い、これからも地域に根差していく姿勢を表現
しました。 ※ロゴをあしらったバッジを全従業員が着用します。 

開業60周年テーマ 『OLD＆NEW～守り続けてきたものをこれからも～』 

これまで培ってきた60年の歴史・伝統を守りつつ、時代の変化とともに新たな挑戦を続け、未来へと繋いでいく想いを込
めました。 

mailto:c-yamamoto@anabuki-enter.co.jp


 開業60周年記念企画 概要 
 

1. ハワイアンビアガーデン（https://anabuki-hotels.jp/beergarden/） 
期間：2024年7月2日（火）～9月15日（日） 
時間：18:00～21:00（料理L.O.20:20、ドリンクL.O.20:40、最終入店19:30） 
料金：男性8,000円、女性5,500円、小学生4,000円、幼児2,000円、3歳以下1,000円（税サ込） 
場所：本館1階ぐりる屋島 屋外プールサイド ※雨天の場合は宴会場 
内容：「ハワイアン」をテーマに、カリフォルニアロールやハワイアンミニバーガーなど25種類以上 

の多彩な料理と、ビール、ハイボール、ノンアルコールカクテルなど40種類以上のドリンクを 
用意。60周年を記念した装飾やロゴをあしらったパンケーキなどが登場する。 

 

 
 
 
2. 夏休み親子アドベンチャー体験（https://kokusaihotel60th.studio.site/） 

期間：2024年7月27日（土） 
時間：9:30～15:00 
料金：１家族２名様5,000円（大人1名、小学生1名） 
場所：ホテル新館 
内容：一般社団法人パッククッキング協会ジャパンとのコラボレーションイベント。総料理長 松原 勉が 

監修したレシピをパッククッキング(※１)したり、日産プリンス香川販売株式会社によるわくわくエ 
コスクール(※２)の開催など、エコロジーやアウトドア要素を盛り込んだ親子参加型イベント。 
（※1）アウトドアや災害時など調理ができない場所で、耐熱性のポリ袋を使用して湯煎調理のみで料理をつくること 
（※2）将来を担う子どもたちにエコカーを通じて地球環境問題と自動車産業の環境技術の取り組みを伝える体験型教室 

協力：一般社団法人パッククッキング協会ジャパン／MIRAI CRAFT／日産プリンス香川販売株式会社 
 

 

 
 
 

その他のイベントについては、詳細が決まり次第、発表いたします。 

※写真はイメージです 

※写真はイメージです 

https://anabuki-hotels.jp/beergarden/


 高松国際ホテルの歴史 
株式会社高松国際ホテルは、「高松にも迎賓館になるようなホテルを作る」ことをきっかけに 1963年 8月に設
立され、ボウリング場（1964年開業）やスポーツパレス（1967年開業）を併設し、第一ホテルが初めて直営したホテル
です。当初の「迎賓館」という言葉通り、1966年には初めて皇室の方々がお泊りになられ、その後も幾度とご
宿泊いただきました。当時の客室は、現在スイートルームとして残っております。1987年には新館宴会場、1994
年にはチャペル棟を新設し、新たな賑わいの場を提供してきました。2001年5月には民事再生法を申請し、高
松国際ホテルが培ってきた明かりを消してはならないという想いから穴吹興産株式会社が事業を譲り受け、現
在、穴吹エンタープライズ株式会社が管理運営をしております。 
 

 
 

 
 
【参考資料】 
穴吹エンタープライズ株式会社（https://www.anabuki-enter.jp/） 
設立：1987年（昭和62年）7月22日 資本金：4,000万円 従業員数：約700名 
ホテル事業を中核としスポーツ健康増進事業、サービスエリア事業、公共施設を運営する指定管理者事業などの業務を香川
県、徳島県、岡山県にて展開。 
 

高松国際ホテル（https://tkh.anabuki-enter.jp/） 香川県高松市木太町2191-1 

※開業当時(左)と現在(右)のスイートルーム 

※新設当時(左)と現在(右)の新館宴会場 
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